
第 24回ベストスイマー2023 表彰式開催のご報告 

～ 4 年振りの表彰式で 5名が受賞されました ～ 

 

 新型コロナ感染防止の観点から中止されていた泳力認定委員会管轄の「ベストスイマー

表彰式」が6月1５日（木）、東京ドームホテルで行われた定時総会後の懇親会内で4年ぶ

りに開催されました。 

受賞されたのはいずれも各支部から推薦のあった方で、能登利恵さん(北海道・サンシャ

インスポーツクラブ)、上村正さん・搖子さんご夫妻（関東・ロンドスイミングスクール東

村山）、小林正敏さん（信越・ＩＳＣ駒ケ根スイミングクラブ）、児玉啓子さん（九州・ビー

トスイミングクラブ佐世保プール）の５名が受賞されました。 

 

 

 

能登利恵（のと・りえ）さんは 38 歳。医者に

病気治療のため運動を勧められ、幼少期に習っ

ていた水泳を３年前から再開しました。当初は

25ｍをやっと泳げる程度でしたが、今では毎日

３km を泳ぐようになり、休館日を除いてクラ

ブ通いをするほど。「大人になってから何かに夢

中になる、達成するということは意外と少ない

気がします。大袈裟かもしれませんが、私にと

って人生の糧となった“純粋に水泳を楽しむ事”

が一番の継続の秘訣です」と語られていました。 

 

次のページへ．．． 



 

上村正（かみむら・ただし）さん、搖子（ようこ）さんは共に75歳。初めての夫妻揃って

の受賞となりました。ご夫妻の出会いは千駄ヶ谷の東京都体育館屋内水泳場。正さんは泳ぎ

たくなると千駄ヶ谷のプールへ通っており、そこで銀行の水泳部員だった搖子さんと出逢

われたそう。結婚後はごく自然に、二人でスイミングクラブ通いが始まりました。マスター

ズスイミング歴は古く、40年を超えます。国内の大会みならずニュージーランドやカナダ

のモントリオール、オーストラリアのパースなどにも足を運ぶほどのマスターズスイマー。

正さんは、「若い頃は（レースに出る順番は）後ろの組でしたが、いつの間にか最初の組に

なりました。マスターズ大会に出ていることが練習の動機付けになっています。お陰で健康

ですから、まだまだカミさんと一緒に全国の大会に足を運びますよ」と語られていました。 

 

小林正敏（こばやし・まさとし）さんは73

歳。50歳を過ぎた頃から急激に体重が増え

始めたことで、医師から「痩せないと死ぬ」

と言われたのが水泳を始めるきっかけにな

ったそう。水泳を始めると体重がみるみる

うちに減り始め、目標の体重に到達。今では

すっかり健康になったため、「プールが命の

恩人」と感謝をしており、通っているスイミ

ングクラブへ感謝を形にしようと、更衣室

の椅子を寄付したほど。スイミングの虜と

なって、元気に水泳を続けているそうです。 

 

児玉啓子（こだま・けいこ）さんは71歳。

長距離マスターズは 13 年連続出場してい

る。泳ぐきっかけは50歳の頃、娘さんから

「スイミングクラブに通えば４種目をきれ

いに泳げるようになる」と言われたこと。カ

ナヅチでしたが、今では国内の大会のみな

らず海外のマスターズ大会の常連になりま

した。「続けることの大切さ、身を持って“継

続は力なり”を実感しています」と受賞を喜

んでおられました。 


